
１．岡崎市総合交通政策策定の基本的考え方

現行の「岡崎市総合交通政策」は、平成19年２月の市内バス路線の廃止申し出により、バスネ

ットワークが崩壊の危機を迎える中、バス交通を維持していくための取り組み方針を主に示した

もので、「自動車に依存し過ぎない環境に配慮した交通環境の整備」を実現するために平成20年６

月に策定し、国の補助制度と連動した様々な取り組みを実施してきました。

この５年間に国は低炭素都市づくりガイドライン、移動円滑化に関する基本方針、自転車利用

環境創出ガイドラインなど交通分野に関する方針を示してきました。

また、この総合交通政策は計画期間が平成25年度で終了することから、現行の総合交通政策に

おいて掲げた施策を見直し、次期の総合交通政策を策定しなければなりません。

「新総合交通政策」の策定にあたっては、公共交通を利用する年齢層の変化（高齢者のバス離

れ、若者の車離れ）や 岡崎市における移動需要の背景を的確に把握する中で、公共交通をまちづ

くり計画と一体となった都市の装置として改めて位置づけるとともに、その機能強化や地域の移

動需要に応じた多様な運行形態の導入のあり方について具体的な方針を示すことが重要です。計

画期間は、総合計画の目標年次との整合を図り、平成26年度～32年度の７年間とします。

■新総合交通政策策定における論点

２．業務の進め方

H19.2 市内 14 路線(市補助路線)の廃止申出

H23.3 「岡崎市まちなか総合交通戦略」 策定

(H24～32)

市内バスネットワークの存続の危機

法定協議会「岡崎市交通政策会議」を設置
補助によるバス路線維持及び活性化・再生に
向けた各種施策の実施

＜依然として残る課題＞

自動車：多い自動車利用、ピーク時における交通渋滞の発生、まちなかへの通過交通の進入

公共交通：乗り継ぎ環境の改善、伸び悩むバス利用者、バス路線維持コストの増大、市財政の逼迫

自転車・歩行者：安全安心な歩行等空間の不足、ネットワークされていない自転車・歩行者通行空間

岡崎市における移動需要の背景

 H32 にピークを迎える人口

 康生地区の求心力の低下

 地域によって異なる日常生活圏域

「新総合交通政策」策定における論点

① まちの魅力を高め、活気づける交通体系のあり方

② 人にやさしく、安全安心な交通体系のあり方

③ 持続可能な交通体系のあり方

④ 生活ニーズに応じた交通体系のあり方

変化する公共交通利用特性

 バス利用が不慣れな高齢者の増加

 若者の車離れ

 ソフト面で進むシームレス化*

サービス水準再検討、額田地域運行計画

H20.6 「岡崎市総合交通政策」 策定(H20～25)

H20.8 「岡崎市地域公共交通総合連携計画」 策定

(H20～25)

H23～24「バスネットワーク再編方策」検討

バス交通のあり方を軸とした岡崎市における
総合的な交通政策

康生地区、東岡崎駅、JR岡崎駅を内包する
「まちなか」における、まちづくりと一体と
なった交通施策の実施プログラムの策定

*シームレス化：公共交通におけるソフト面でのシームレス化には、IC カードの導入による乗降時間の短縮や、乗り継ぎ運

賃割引制度の導入による費用負担の軽減などがあります。

１．上位・関連計画の整理

・第６次総合計画

・都市計画マスタープラン

・総合交通政策（現計画）

・中心市街地活性化ビジョン

・地域公共交通総合連携計画

・まちなか総合交通戦略 等

２．交通に関する各種施策の進捗

状況の整理

・公共交通関連施策

・自動車交通関連施策

・自転車交通関連施策

・歩行者交通関連施策

各交通モードに係るハード整備及びソ

フト施策の進捗状況を整理

３．総合交通政策の評価・検証

１）移動需要と公共交通の実態把握

・交通需要発生の背景となる都市

機能・構造特性の把握

・PT 調査、IC カード等を活用し

た交通需要・利用特性の把握

２）市民ニーズの把握

・日常的な交通行動の実態、施策

実施効果の把握、市民が望む将

来交通像 等

３）施策の評価・検証

・実施済施策の評価・検証（利用

実態、市民アンケートより）

・未実施施策の要因分析、実施の

可能性

４．総合交通政策に関わる課題等の整理
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５．総合交通政策の検討

１）総合交通政策策定の趣旨（社会経済潮流や事業制度の変化反映）

２）計画期間（上位・関連計画との整合）

３）計画の位置づけ（同上）

４）基本目標・基本方針

５）主要施策（実施効果の高い施策のパッケージ化）

６）実施スケジュール

７）計画・事業の進行管理（ＰＤＣＡ）

パブリックコメントの実施

総合交通政策の策定

H25.6～7

H25.8

H25.7～11

H26.1～2

H25.6 H25.6～8

H26.3

新総合交通政策の策定について
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